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平
成
20
年
度
予
算
が
３
月
市
議
会
定
例
会
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
平
原
市

長
は
、
本
年
度
の
予
算
説
明
を
通
し
、
施
政
方
針
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

こ
の
定
例
市
議
会
の
冒
頭
で
述
べ
た
施
政
方
針
と
今
年
度
の
予
算
の
概
要
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

平
成
20
年
度
施
政
方
針
か
ら

食
品
の
偽
装
表
示
を
は
じ
め
、
さ

ま
ざ
ま
な
も
の
に
対
す
る
偽
装
問
題

や
年
金
記
録
不
備
問
題
な
ど
、
毎
日

の
よ
う
に
マ
ス
コ
ミ
報
道
さ
れ
て
お

り
ま
す
。「
も
の
」
や
「
も
の
事
」

に
対
す
る
「
信
頼
・
信
用
」
が
今
日

ほ
ど
揺
ら
い
で
い
る
時
は
な
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。「
信
頼
・
信

用
」
が
い
か
に
大
切
か
を
改
め
て
痛

感
し
て
お
り
ま
す
。

私
が
選
挙
公
約
と
し
て
掲
げ
ま
し

た
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト(

政
治
宣
言)

を
は

じ
め
、
あ
ら
ゆ
る
市
政
運
営
に
つ
い

て
市
民
の
皆
様
方
の「
信
頼
・
信
用
」

を
損
な
う
こ
と
が
な
い
よ
う
、
的
確

か
つ
正
確
な
情
報
の
公
開
に
努
め
、

市
民
と
行
政
が
お
互
い
に
情
報
を
共

有
す
る
こ
と
に
よ
り
市
政
運
営
の
透

明
化
、
市
民
協
働
に
更
に
努
め
て
ま

い
る
決
意
で
ご
ざ
い
ま
す
。

そ
の
こ
と
が
、
す
べ
て
の
市
民
に

や
さ
し
い
「
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
、
真
に
心
の
豊
か
さ
を
実
感
で

き
る
持
続
す
る
ま
ち
筑
紫
野
市
」
を

創
っ
て
ま
い
る
こ
と
に
な
る
と
確
信

を
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

本
市
の
平
成
20
年
度
予
算
に
つ

き
ま
し
て
は
、
引
き
続
き
「
入
り
を

量
り
て
出
る
を
制
す
る
」
を
目
標
と

し
た
「
財
政
健
全
化
計
画
」
及
び

「
財
政
健
全
化
計
画
修
正
プ
ロ
グ
ラ

ム
」
の
推
進
を
図
る
こ
と
を
基
本
と

し
た
と
こ
ろ
で
す
。
併
せ
て
歳
入
財

源
の
的
確
な
把
握
は
も
と
よ
り
、
第

四
次
総
合
計
画
の
施
策
体
系
に
基
づ

く
政
策
と
財
政
を
連
動
さ
せ
る
と
と

も
に
、
予
算
の
分
権
化
を
行
う
方
針

の
下
、「
施
策
優
先
度
マ
ト
リ
ク
ス
」

を
活
用
し
た
め
り
は
り
の
あ
る
資
源

配
分
と
す
る
た
め
に
、
施
策
枠
配
分
(

資
源
割
当
て)

方
式
を
導
入
し
た
予

算
編
成
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

私
は
本
市
の
第
四
次
総
合
計
画
の

目
標
で
あ
り
ま
す
「
み
ん
な
で
つ
く

る
　
自
然
と
街
と
の
共
生
都
市
　
ち

く
し
の
」
の
実
現
と
併
せ
、
私
の

「
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト(

政
治
宣
言)

」
の

キ
ー
ワ
ー
ド
で
あ
る
「
持
続
す
る
ま

ち
」
の
実
現
に
向
け
て
、
こ
ん
身
の

力
を
振
り
絞
っ
て
ま
い
る
覚
悟
で
ご

ざ
い
ま
す
。

政
策
１
・
健
康
で
や
す
ら
ぎ

の
あ
る
福
祉
社
会
の
形
成

○
病
後
児
保
育
事
業

病
気
の
回
復
期
に
あ
る
児
童
を
、

保
護
者
の
勤
務
の
都
合
な
ど
に
よ

り
、
家
庭
で
育
児
を
行
う
こ
と
が
難

し
い
こ
と
に
併
せ
集
団
保
育
も
困
難

な
こ
と
か
ら
、
病
院
な
ど
で
児
童
の

預
か
り
を
行
う
事
業
で
す
。
市
南
部

地
区
の
病
院
に
お
い
て
、
平
成
20

年
度
中
に
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
市

北
部
地
区
の
病
院
に
お
い
て
も
、
平

成
20
年
度
中
に
協
議
を
行
い
施
設

整
備
を
図
り
ま
す
。

病
後
児
保
育
運
営
委
託
料
、
施
設
整

備
費
補
助
金
＝
１
６
４
０
万
円

○
乳
幼
児
医
療
事
業

平
成
12
年
10
月
か
ら
、
こ
れ
ま
で

の
県
事
業
の
３
歳
未
満
児
を
、
市
単

独
事
業
と
し
て
５
歳
児
未
満
ま
で
に

年
齢
引
上
げ
を
行
い
ま
し
た
が
、
平

成
20
年
10
月
か
ら
は
就
学
前
ま
で

に
年
齢
引
上
げ
を
行
い
ま
す
。

乳
幼
児
医
療
費
＝
２
億
３
５
０
０
万
円

政
策
２
・
安
全
で
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
地
域
社
会
の
構
築

○
賢
い
消
費
者
の
育
成

今
日
の
消
費
者
相
談
の
状
況
は
、

架
空
請
求
や
訪
問
販
売
ト
ラ
ブ
ル
に

加
え
、
多
重
債
務
な
ど
依
然
と
し
て

多
く
の
相
談
が
あ
り
ま
す
。

消
費
者
の
権
利
の
尊
重
お
よ
び
自

立
支
援
の
立
場
か
ら
、
引
き
続
き
相

談
窓
口
業
務
や
消
費
者
基
礎
講
座
の

政
策
３
・
豊
か
な
自
然
環
境

の
次
世
代
へ
の
継
承

○
ご
み
対
策
事
業

平
成
20
年
４
月
に
廃
棄
物
の
適

正
処
理
、
リ
サ
イ
ク
ル
、
発
電
お
よ

び
埋
め
立
て
ご
み
ゼ
ロ
機
能
を
併
せ

持
つ
、
資
源
循
環
型
の
廃
棄
物
処
理

施
設(

ク
リ
ー
ン
ヒ
ル
宝
満)

が
稼
動

し
ま
す
。

循
環
型
社
会
の
一
員
と
し
て
、
こ

の
施
設
機
能
が
最
大
限
発
揮
で
き
る

よ
う
に
、
ご
み
減
量
推
進
連
絡
協
議

会
や
環
境
衛
生
推
進
員
と
連
携
し
、

ご
み
の
分
別
・
収
集
の
徹
底
を
行
い

ま
す
。

ご
み
処
理
事
業
、
ご
み
減
量
対
策
事

業
＝
11
億
７
９
３
７
万
５
千
円

○
産
業
廃
棄
物
問
題

市
内
平
等
寺
の
山
神
ダ
ム
上
流
域

に
設
置
さ
れ
て
い
る
産
業
廃
棄
物
処

理
場
の
施
設
や
処
理
業
に
つ
い
て
、

平
成
17
年
６
月
に
全
て
の
許
可
が

取
り
消
し
に
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
処
理
場
内
に
は
廃
棄
物

の
搬
入
は
な
い
も
の
の
、
依
然
と
し

て
違
法
埋
立
て
や
不
法
投
棄
さ
れ
た

廃
棄
物
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
抜
本
的

な
問
題
は
一
向
に
解
決
さ
れ
て
い
な

い
状
況
で
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
①
高
濃
度

政
策
４
・
自
然
と
共
生
し
た
う
る

お
い
の
あ
る
生
活
環
境
の
形
成

○
畜
犬
管
理
対
策
事
業

昨
年
、
土
佐
犬
に
よ
る
と
思
わ
れ

る
痛
ま
し
い
死
亡
事
故
が
発
生
し
ま

し
た
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
が
二
度
と
起
こ

ら
な
い
よ
う
、
本
年
も
引
き
続
き
、

筑
紫
保
健
福
祉
環
境
事
務
所
と
連
携

し「
飼
い
主
へ
の
飼
育
管
理
の
徹
底
」

に
つ
い
て
の
啓
発
に
努
め
ま
す
。

畜
犬
管
理
対
策
事
業
＝
１
１
０
万
２

千
円

開
設
、
広
報
啓
発
活
動
の
推
進
に
努

め
ま
す
。

消
費
者
啓
発
事
業
、
消
費
者
団
体
育

成
事
業
な
ど
＝
４
８
６
万
円

の
硫
化
水
素
ガ
ス
や
水
質
汚
濁
に
対

し
て
、
支
障
物
の
除
去
を
行
い
生
活

環
境
保
全
の
た
め
万
全
の
措
置
を
講

じ
る
こ
と
。
②
違
法
埋
立
て
物
を
完

全
撤
去
す
る
こ
と
。
③
不
法
投
棄
物

を
完
全
撤
去
す
る
こ
と
な
ど
に
つ
い

て
、
県
に
引
き
続
き
強
く
要
望
し
て

い
き
ま
す
。

本
市
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
将
来

に
わ
た
る
水
質
の
安
全
・
安
心
を
図

る
観
点
か
ら
引
き
続
き
水
質
の
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
調
査
を
継
続
し
、
監
視
活

動
に
努
め
ま
す
。

平
等
寺
産
廃
処
分
場
周
辺
水
質
検
査

委
託
料
な
ど
＝
２
４
５
万
７
千
円
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政
策
５
・
生
涯
に
わ
た
っ
て
、

い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
だ
れ

で
も
学
べ
る
教
育
環
境
の
整
備

政
策
６
・
認
め
あ
い
、
共
に
生

き
る
人
権
尊
重
社
会
の
醸
成

○
青
少
年
の
健
全
育
成

学
校
・
家
庭
・
地
域
が
持
つ
そ
れ

ぞ
れ
の
機
能
を
活
か
し
な
が
ら
、
青

少
年
の
居
場
所
づ
く
り
、
指
導
者
の

確
保
・
育
成
、
環
境
浄
化
活
動
の
推

進
や
悩
み
相
談
体
制
の
充
実
な
ど
に

努
め
ま
す
。

補
助
金
を
活
用
し
な
が
ら
、
放
課

後
に
交
流
で
き
る
居
場
所
を
設
定

し
、
関
係
団
体
な
ど
と
連
携
し
て
世

代
間
交
流
を
推
進
し
ま
す
。

青
少
年
一
般
事
務
事
業
＝
１
３
５
０

万
円

○
人
権
意
識
の
向
上

本
市
の
人
権
施
策
の
総
合
的
か
つ

計
画
的
な
推
進
を
図
る
た
め
の
「
筑

紫
野
市
人
権
施
策
基
本
指
針
」
を
昨

年
８
月
に
策
定
し
ま
し
た
。
今
後
は

本
指
針
に
基
づ
く
「
実
施
計
画
」
を

早
期
に
策
定
し
、
施
策
の
推
進
に
取

り
組
み
ま
す
。

人
権
施
策
推
進
審
議
会
委
員
報
酬
、

費
用
弁
償
な
ど
＝
２
０
万
７
千
円

政
策
７
・
ま
ち
の
発
展
と
安
定
し
た

暮
ら
し
を
支
え
る
都
市
基
盤
の
充
実

○
Ｊ
Ｒ
二
日
市
駅
東
口
駅
前
広
場
整
備

事
業
な
ど

Ｊ
Ｒ
二
日
市
駅
東
口
駅
前
広
場
整

備
事
業
お
よ
び
駅
東
西
を
結
ぶ
自
由

の
市
道
拡
幅
工
事
や
街
区
公
園
の
整

備
な
ど
、
地
域
住
民
の
方
々
と
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
な
が
ら
「
修
復

改
善
型
の
ま
ち
づ
く
り
」
に
切
り
替

え
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
ま
た

今
後
は
、
関
係
機
関
と
の
協
議
や
権

利
者
の
方
へ
事
業
計
画
見
直
し
の
説

明
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

道
路
築
造
工
事
・
宅
地
造
成
工
事
、

建
築
物
等
移
転
補
償
費
、
土
地
借
上

料
、
設
計
業
務
委
託
料
・
発
掘
調
査

な
ど
＝
５
億
９
９
７
１
万
５
千
円

政
策
８
・
ま
ち
の
活
気
を
は

ぐ
く
む
産
業
の
振
興

政
策
９
・
市
民
参
画
の
ま
ち

づ
く
り
の
推
進

政
策
10
・
責
任
あ
る
効
率
的

な
行
財
政
運
営

○
市
民
協
働
事
業
の
推
進

地
方
分
権
が
進
行
す
る
な
か
、
地

方
自
治
体
は
自
立
的
で
持
続
可
能
な

経
営
が
で
き
る
か
、
そ
の
力
量
が
問

わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
こ
れ

か
ら
の
地
方
自
治
体
経
営
は
、
行
政

主
導
か
ら
民
間
活
力
の
積
極
的
な
活

用
や
市
民
と
の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ

く
り
へ
と
、
抜
本
的
な
行
政
改
革
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

本
市
に
お
き
ま
し
て
も
、
市
民
協

働
の
ま
ち
づ
く
り
を
第
四
次
総
合
計

画
の
主
要
課
題
に
位
置
づ
け
て
お

り
、
そ
の
早
期
実
現
の
た
め
、
庁
内

組
織
と
し
て「
市
民
協
働
推
進
本
部
」

を
設
置
し
、
総
合
的
に
市
民
協
働
化

を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

○
公
会
計
制
度
改
革

現
金
主
義
・
単
式
簿
記
を
特
徴
と

す
る
現
在
の
地
方
自
治
体
の
会
計
制

度
に
対
し
て
、
発
生
主
義
・
複
式
簿

記
な
ど
の
企
業
会
計
手
法
を
導
入
し

よ
う
と
す
る
、
公
会
計
制
度
の
導
入

を
行
う
旨
の
指
導
が
国
か
ら
な
さ
れ

た
と
こ
ろ
で
す
。
こ
れ
を
受
け
て
本

市
で
は
、
平
成
19
年
度
決
算
に
基

づ
き
平
成
20
年
度
に
貸
借
対
照
表

ほ
か
３
種
類
の
財
務
諸
表
を
作
成

し
、
公
表
す
る
と
と
も
に
、
今
後
の

財
政
運
営
に
活
か
し
て
ま
い
り
ま

す
。

連
結
財
務
諸
表
作
成
支
援
業
務
委
託

料
＝
９
４
万
３
千
円

通
路
整
備
事
業
の
実
施
に
あ
た
っ
て

は
、
市
民
が
利
用
し
や
す
く
高
齢
者

や
障
害
者
な
ど
に
利
便
性
の
高
い
駅

と
す
る
た
め
、
平
成
20
年
度
に
調

査
設
計
を
行
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
Ｊ
Ｒ
二
日
市
駅
構
内
の

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
が
計
画
さ
れ
て

い
ま
す
の
で
、
そ
の
事
業
費
の
一
部

を
負
担
す
る
よ
う
予
算
措
置
を
行
い

ま
し
た
。

Ｊ
Ｒ
二
日
市
駅
東
口
駅
前
広
場
整
備

事
業
、
Ｊ
Ｒ
二
日
市
駅
バ
リ
ア
フ
リ

ー
整
備
促
進
事
業
、
Ｊ
Ｒ
二
日
市
駅

自
由
通
路
整
備
事
業=

７
６
０
０
万

円○
筑
紫
駅
西
口
土
地
区
画
整
理
事
業

平
成
16
年
度
に
総
事
業
費
や
財
政

面
か
ら
の
見
直
し
を
行
い
、
７
年
間

の
施
行
期
間
延
長
を
行
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
本
市
の
財
政
情
勢
な
ど
か

ら
、
再
度
事
業
計
画
見
直
し
の
必
要

が
生
じ
ま
し
た
。事
業
の
見
直
し
は
、

筑
紫
野
市
公
共
事
業
評
価
検
討
委
員

会
か
ら
の
答
申
を
受
け
、
施
行
期
間

の
短
縮
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
検
討

を
行
い
ま
し
た
が
、
さ
ら
な
る
事
業

期
間
の
長
期
化
を
避
け
る
こ
と
が
で

き
ず
、
権
利
者
の
方
々
に
と
っ
て
ど

の
方
策
が
一
番
望
ま
し
い
の
か
を
最

重
要
課
題
と
捉
え
、
施
行
地
区
の
縮

小
を
苦
渋
の
末
決
断
し
ま
し
た
。

事
業
計
画
見
直
し
に
伴
い
施
行
地

区
外
と
な
る
区
域
の
ま
ち
づ
く
り
に

つ
き
ま
し
て
は
、
上
下
水
道
事
業
の

整
備
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
狭
隘
部

○
農
林
業

平
成
20
年
度
も
引
き
続
き
本
道

寺
・
香
園
地
区
で
は
、
ほ
場
整
備
事

業
を
行
い
生
産
基
盤
の
総
合
的
な
整

備
を
図
り
ま
す
。

す
で
に
荒
廃
し
た
森
林
の
再
生
を

図
る
た
め
、
平
成
20
年
度
か
ら
導

入
予
定
の
福
岡
県
森
林
環
境
税
を
財

源
と
す
る
、
荒
廃
森
林
再
生
事
業
を

実
施
し
ま
す
。

ほ
場
整
備
事
業
、
農
地
・
水
・
環
境

保
全
向
上
対
策
事
業
、
荒
廃
森
林
再

生
事
業
＝
４
０
５
０
万
３
千
円

○
商
工
業
の
振
興

経
済
改
善
の
動
向
が
国
民
生
活
の

豊
か
さ
の
実
感
ま
で
に
至
ら
ず
、
地

場
中
小
企
業
は
、
今
な
お
厳
し
い
状

況
に
あ
り
ま
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
地
場
中
小
企
業

の
経
営
努
力
を
促
進
す
る
と
と
も

に
、経
営
安
定
が
図
ら
れ
る
よ
う
に
、

継
続
し
て
融
資
制
度
な
ど
の
支
援
策

を
推
進
し
ま
す
。

中
心
市
街
地
商
店
街
の
活
性
化
に

つ
き
ま
し
て
は
、
昨
年
設
置
さ
れ
た

「
ほ
っ
と
二
日
市
」
の
主
体
的
な
活

動
が
促
進
さ
れ
る
よ
う
、
関
係
団
体

な
ど
と
連
携
を
図
り
支
援
に
努
め
ま

す
。
併
せ
て
起
業
家
育
成
を
視
野
に

入
れ
た
空
き
店
舗
の
活
用
策
の
研
究

に
努
め
ま
す
。

中
小
企
業
融
資
預
託
事
業
、
商
工
振

興
対
策
補
助
事
業
＝
３
億
３
５
万
５

千
円

○
広
聴
活
動
の
推
進

「
市
政
説
明
会
」「
市
長
と
語
る

会
」「
市
長
へ
の
た
よ
り
」
を
平
成

20
年
度
も
引
き
続
き
実
施
し
、
市

民
の
皆
様
か
ら
市
政
に
対
す
る
意

見
、
提
言
を
い
た
だ
き
、
市
民
参
画

の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

広
報
広
聴
担
当
一
般
事
務
事
業
、
広

報
「
ち
く
し
の
」
発
行
事
業
、
市
長

へ
の
た
よ
り
事
業
＝
１
４
７
０
万
４

千
円
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本
年
度
の
予
算
は
、
前
年
度
に
比

べ
２
・
８
％(

７
億
５
３
３
０
万
１
千

円)
減
っ
て
、
２
６
０
億
６
２
０
０
万

円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
で
は
、
歳
入
・
歳
出
の
主
な

も
の
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

■
歳
入(

市
に
入
る
お
金)

市
民
の
皆
さ
ん
に
納
め
て
い
た
だ

く
市
税(

市
民
税
、
固
定
資
産
税
、
都

市
計
画
税
な
ど)

は
、
前
年
度
に
比
べ

１
・
７
％(

２
億
６
７
３
万
６
千
円)

増
え
、
１
２
６
億
２
０
０
２
万
２
千

円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
市
税
の
う
ち
目
的
税(

使

途
が
決
ま
っ
て
い
る
税)

は
、
入
湯

税
８
０
４
万
５
千
円
、
都
市
計
画
税

８
億
６
７
５
９
万
７
千
円
と
な
っ
て

お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
目
的
事
業
に
充

て
ら
れ
ま
す
。

地
方
公
共
団
体
が
一
定
の
水
準
を

維
持
で
き
る
よ
う
国
か
ら
交
付
さ
れ

る
地
方
交
付
税
は
２
・
３
％(

８
６
３

４
万
２
千
円)

減
っ
て
、
36
億
１
１

６
０
万
８
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
市
が
事
業
を
行
う
の
に
、

現
在
の
市
民
だ
け
で
な
く
後
の
世
代

に
も
費
用
を
負
担
し
て
も
ら
い
、
世

代
間
の
負
担
の
公
平
を
は
か
る
た
め

に
発
行
す
る
市
債
は
、
11
・
３
％

(

１
億
７
１
６
５
万
円)

増
え
、
16
億

９
６
９
０
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■
自
主
財
源
は
57
・
７
％

歳
入
の
中
で
、
市
税
、
分
担
金
・

負
担
金
、
使
用
料
・
手
数
料
な
ど
、
市

が
自
主
的
に
収
入
で
き
る
財
源
を
自

主
財
源
と
い
い
、
本
市
の
場
合
、
歳

入
全
体
の
57
・
７
％
、
１
５
０
億
４

４
３
５
万
５
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

自
主
財
源
に
対
し
、
国
・
県
か
ら

の
支
出
金
、
地
方
交
付
税
、
市
債
な

ど
は
依
存
財
源
と
い
い
ま
す
。

地
方
公
共
団
体
の
場
合
は
、
自
主

財
源
の
比
率
が
高
い
ほ
ど
、
行
政
活

動
の
自
主
性
と
安
定
性
が
確
保
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

■
歳
出(
市
が
使
う
お
金)

歳
出
を
予
算
費
目
別
に
見
た
場
合
、

民
生
費
は
１
・
４
％(
１
億
２
３
９
６

万
９
千
円)

減
っ
て
、
89
億
７
９
７

９
万
６
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
生

活
保
護
費
や
児
童
扶
養
手
当
、
私
立

保
育
所
運
営
委
託
料
な
ど
に
使
わ
れ

ま
す
。
総
務
費
は
０
・
７
％(

２
３
６

９
万
円)

減
っ
て
、
32
億
４
５
８
９

万
１
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ち
く

し
の
バ
ス
運
行
委
託
料
や
防
犯
灯
電

灯
費
補
助
金
な
ど
に
使
わ
れ
ま
す
。

教
育
費
は
２
・
２
％(

６
０
０
４
万

円)

増
え
、
28
億
９
１
０
万
７
千
円

と
な
っ
て
い
ま
す
。
幼
稚
園
就
園
奨

励
費
や
原
田
小
学
校
増
築
工
事
費
、

文
化
会
館
運
営
委
託
料
な
ど
に
使
わ

れ
ま
す
。

一
般
会
計
予
算
２
６
０
億
６
２
０
０
万
円
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問い合わせ先で電話番号を掲載していない課・担当などは、市役所本庁(1９２３局１１１１)にお願いします

特
別
会
計
は
、
特
定
の
歳
入
で
特

定
の
支
出
に
充
て
ら
れ
る
場
合
に
設

置
さ
れ
る
も
の
で
す
。

本
年
度
の
特
別
会
計(

11
会
計)

の

予
算
総
額
は
、
前
年
度
に
比
べ
24
・

８
％(

51
億
５
１
８
５
万
３
千
円)

減

っ
て
、
１
５
６
億
１
６
１
２
万
８
千

円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
特
別
会
計
の
中
で
主

な
も
の
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

○
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

被
保
険
者
の
疾
病
、
負
傷
、
出
産

ま
た
は
死
亡
に
関
し
て
必
要
な
保
険

給
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。本
年
度
は
、

４
・
１
％(

３
億
４
１
２
７
万
５
千

円)

減
っ
て
、
79
億
４
８
６
２
万
円

と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
医
療

制
度
改
革
に
伴
い
、
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
が
創
設
さ
れ
た
た
め
で
す
。

○
後
期
高
齢
者
医
療
事
業
特
別
会
計

後
期
高
齢
者
の
心
身
の
特
性
に
合

わ
せ
た
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
介
護
サ
ー

ビ
ス
と
連
携
し
て
提
供
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
、
高
齢
者
と
若
年
者
の
世

代
間
の
負
担
の
公
平
化
お
よ
び
財
政

基
盤
の
安
定
化
を
図
る
制
度
で
す
。

現
行
制
度
の
老
人
保
健
医
療
は
、
市

が
運
営
主
体
で
し
た
が
、
新
し
い
制

度
で
は
、
県
単
位
で
全
て
の
市
町
村

が
加
入
す
る
広
域
連
合
が
後
期
高
齢

者
医
療
事
務(

被
保
険
者
の
資
格
管

理
・
保
険
料
の
賦
課
・
医
療
費
給
付

な
ど)

を
行
い
、
市
は
保
険
料
の
徴

収
お
よ
び
窓
口
業
務
を
行
い
ま
す
。

本
年
度
は
、
14
億
４
７
２
９
万
５

千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

○
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計

介
護
保
険
法
に
基
づ
く
介
護
サ
ー

ビ
ス
費
な
ど
の
給
付
事
業
や
こ
れ
ら

に
関
連
す
る
事
業
な
ど
を
行
う
も
の

で
、
本
年
度
は
２
・
７
％(

１
億
１

１
３
４
万
５
千
円)

増
え
、
42
億
８

３
５
４
万
５
千
円
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
主
に
訪
問
介
護
や
訪

問
看
護
を
利
用
す
る
居
宅
介
護
サ
ー

ビ
ス
給
付
費
な
ど
の
増
加
が
見
込
ま

れ
る
た
め
で
す
。

○
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計

農
業
集
落
地
域
に
お
け
る
農
業
用

水
の
水
質
保
全
お
よ
び
公
共
用
水
域

の
水
質
保
全
に
寄
与
す
る
た
め
、
排

公
営
企
業
は
、
企
業
会
計
方
式
で

経
営
を
行
う
特
別
会
計
で
、
筑
紫
野

市
で
は
飲
料
水
な
ど
を
供
給
す
る
水

道
事
業
と
生
活
排
水
な
ど
の
処
理
を

行
う
下
水
道
事
業
が
あ
り
ま
す
。
処

理
の
方
法
と
し
て
、
す
べ
て
の
費

用
・
収
益
が
、
発
生
し
た
年
度
に
正

し
く
割
り
当
て
ら
れ
る
よ
う
に
処
理

さ
れ
て
い
ま
す
。

○
水
道
事
業
会
計

・
収
益
的
収
入
・
支
出

水
道
事
業
の
経
営
成
績
と
も
い
え

る
収
益
的
収
支
は
、
収
入(

水
道
使

用
料
な
ど
に
よ
る
収
入)

が
18
億
３

３
６
６
万
４
千
円
で
、
支
出(

浄
水

購
入
費
用
な
ど)

が
17
億
７
６
７
７

万
６
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

・
資
本
的
収
入
・
支
出

水
道
事
業
の
資
産
状
況
を
見
る
資

本
的
収
支
は
、
収
入
（
地
方
債
や
負

担
金
な
ど
）
が
２
億
５
７
９
万
４
千

円
で
、
支
出
（
水
道
配
水
管
の
布
設

工
事
な
ど
）
が
７
億
２
５
３
万
９
千

円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
資
本
的
収
入
が
支
出
に
対

し
て
不
足
す
る
４
億
９
６
７
４
万
５

千
円
は
、
主
に
過
年
度
分
損
益
勘
定

留
保
資
金
で
補
て
ん
し
ま
す
。

○
下
水
道
事
業
会
計

・
収
益
的
収
入
・
支
出

下
水
道
事
業
の
収
益
的
収
支
は
、

収
入(

下
水
道
使
用
料
な
ど
に
よ
る

収
入)

が
20
億
１
８
８
３
万
５
千
円

で
、
支
出(

下
水
道
事
業
債
の
支
払

利
息
な
ど)

が
19
億
４
７
５
９
万
円

と
な
っ
て
い
ま
す
。

・
資
本
的
収
入
・
支
出

下
水
道
事
業
の
資
本
的
収
支
は
、

収
入(

地
方
債
、
国
・
県
補
助
金
、

受
益
者
負
担
金
な
ど)

が
８
億
５
８

９
７
万
６
千
円
で
、
支
出(

公
共
下

水
道
の
整
備
な
ど)

が
14
億
７
２
７

６
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
資
本
的
収
入
が
支
出
に
対

し
て
不
足
す
る
６
億
１
３
７
８
万
４

千
円
は
、
主
に
過
年
度
分
損
益
勘
定

留
保
資
金
で
補
て
ん
し
ま
す
。

特
別
会
計
予
算(

11
会
計)

総
額
１
５
６
億
１
６
１
２
万
８
千
円

特別会計予算

公営企業会計予算
水道事業会計

下水道事業会計

収益的収支＝経済活動に伴い発生する収益と費用
資本的収支＝建設改良にかかる収入と支出

公
営
企
業
会
計
予
算

水
道
事
業
会
計
・
下
水
道
事
業
会
計

◎
予
算
書
は
、
市
役
所
情
報
公

開
室
お
よ
び
市
民
図
書
館
で

閲
覧
で
き
ま
す
。

●
平
成
20
年
度
予
算
に
関
す
る

問
い
合
わ
せ
は

企
画
財
政
課
財
政
担
当

水
処
理
施
設
の
設
置
及
び
管
理
を
目

的
と
す
る
事
業
で
、
本
年
度
は
０
・

９
％(

２
０
６
万
８
千
円)

減
っ
て
、

２
億
２
５
５
３
万
２
千
円
と
な
っ
て

い
ま
す
。

消費税等込

消費税等込

会　計　名 予　算　額
国民健康保険事業 79億4,862万円
老人保健事業 10億773万8千円
住宅新築資金等貸付事業 2,611万4千円
奨学資金貸与事業 873万4千円
介護保険事業 42億8,354万5千円
後期高齢者医療事業 14億4,729万5千円
農業集落排水事業 2億2,553万2千円
土地取得事業 6億5,314万4千円
二日市財産区 300万2千円
御笠財産区 35万5千円
平等寺山財産区 1,204万9千円

合　計 156億1,612万8千円

区　分 収　入 支　出

収益的収支 18億3,366万4千円 17億7,677万6千円

資本的収支 2億579万4千円 7億253万9千円

合　計 20億3,945万8千円 24億7,931万5千円

区　分 収　入 支　出

収益的収支 20億1,883万5千円 19億4,759万円

資本的収支 8億5,897万6千円 14億7,276万円

合　計 28億7,781万1千円 34億2,035万円


